
令和 3年 12月 10日一部修正 

令和３年度全国高等学校総合体育大会 

第７１回全国高等学校スケート競技・アイスホッケー競技選手権大会 

ＣＯＶＩＤ－１９感染予防対策 

 

【競技会】 

① 本競技会は原則無観客です。ＩＤカードのない方は入館できません。 

② ＩＤカードは都道府県高体連を通じて提出された参加申込書等の申請書に名前のある

方、取材・出店・撮影を申請し許可された方、競技役員(補助役員含む)、実行委員会が

認めた大会役員・実行委員に対して実行委員会が発行します。 

 

【対策の原則】 

① 本競技会は(公財)全国高等学校体育連盟、青森県高等学校体育連盟、日本スポーツ協

会、(公財)日本スケート連盟、(公財)日本アイスホッケー連盟、青森県スケート連盟、

青森県アイスホッケー連盟の定める新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン等に準

じて対策を行います。 

  これらのガイドライン等で禁じられている行為は本競技会でも禁じます。 

② 対策内容に関しては、本競技会で定めた内容を優先します。定めのない内容はそれぞ

れの競技会運営ガイドラインに従います。 

  健康観察表は本競技会指定の書式を使用してください。 

 

【大会前後】 

① 引率責任者は、令和４年１月２日から２月５日までの期間、チーム関係者全員に健康

観察を実施させ、その結果を管理してください。 

  (提出要請があった場合は本競技会指定の書式で提出してください。) 

② 引率責任者はチーム全体のＣＯＶＩＤ－１９感染歴、ワクチン接種状況も把握してお

いてください。 

 

【来県前】 

来県予定日の前、２週間の期間に、チーム関係者の中で 

① 発熱等の症状があった場合 

  ＰＣＲ検査等を受けて感染していないことを確認してから来県してください。確認で

きるまで来県しないでください。 

② COVID-19感染者との濃厚接触が確認された場合 

  保健所等の指示に従ってください。(濃厚接触者は行動制限が解除されるまで来県でき

ません。)  

チームは来県前に、全員の検査を実施し、感染がないことを確認してから来県してくだ

さい。 

③ COVID-19への感染が確認された場合 

  保健所等の指示に従ってください。(感染者は行動制限が解除されるまで来県できませ

ん。濃厚接触者と認定された者がいる場合は②に従ってください。) 

チームは来県前に、全員の検査を実施し、感染がないことを確認してから来県してくだ

さい。 



 

【来県中】 

① 誰の濃厚接触者にもならない、誰も自分の濃厚接触者にしないような行動を心掛けて

ください。 

② チーム内で発熱等の症状が出た場合 

  医療機関の指示に従ってください。できれば必ずＰＣＲ検査等を受けて感染していな

いことを確認してください。医療機関からの許可検査結果が出るまでチームは宿舎で待

機してください。待機期間中の競技は棄権してください。 

③ チーム内で COVID-19感染が確認された場合 

  チームとして保健所等の指示に従ってください。チームは競技の全てを棄権してくだ

さい。 

  移動の際、陽性者と陰性者は別々に移動してください。 

 

【実行委員会】 

① スピード・アイスホッケーは来県できたチーム関係者にＩＤを発行します。 

フィギュアは会場で健康観察表を確認できた者にＩＤを発行します。 

② 会場入場時のシールの貼付は行いません。その都度検温等を行います。 

③ 健康観察票の回収は行いません。（引率責任者が管理してください。必要になったら請

求します。） 

④ 競技会終了後、観察期間内に発熱等があった場合は引率責任者がその旨を実行委員会

に連絡してください。 

 

 


